
国際ロータリー第 2550 地区

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報
会 長：吉光寺政雄 幹 事：藤﨑善隆
事務局：宗教法人 日蓮宗 等覚院

代表役員住職 藤﨑善隆
〒325-0045 那須塩原市高砂町5-41
TEL:0287-62-0187・FAX:0287-62-3947
E-mail: jusyoku@tougakuin.or.jp

例 会：国民の祝日を含まない週の水曜日
12:30 – 13:30

割烹石山 那須塩原市本町 5-5

第2855回 吉光寺年度 第2回 会報 2019 7-10 司会 澤田吉夫君

欠席の場合は当日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子）
メール qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp

出席報告 出席委員会 秋葉秀樹君 （出席規定の免除会員数7名）

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率

本日 7月10日 37（7） 31（5） 6（2） 88.5％

前回 7月 3日 37（7） 33（5） 4（2） 94.6％ 0 94.6％

国際ロータリー会長：マーク・ダニエル・
マローニー

第 2550地区ガバナー： 川嶋幸雄
事務所：〒325-0826 宇都宮市西原町 142

宇都宮グランドホテル内
TEL：028-651-2550
FAX：028-651-2551
E-mail: m2550@agate.plala.or.jp

会長挨拶 吉光寺政雄会長

皆様、こんにちは。また、川永ガバナー補佐にお
かれましては、お忙しい中ご来訪を賜り、クラブ一
同歓迎と感謝を申し上げます。ありがとうございま
す。
さて先日、那須街道を走っていましたら、アジサ

イの花が満開でとても綺麗でした。皆様ご承知の

お客様

 国際ロータリー第2550地区
第1グループガバナー補佐
川永作衛様（大田原中央ロータリークラブ）

通り、アジサイは旧黒磯市の花です。ちょうど今が
旬の時期でございます。日本には四季があり、春
は桜、梅雨はアジサイ、秋は紅葉、四季に応じて
色とりどりの花や樹木が私たちを癒してくれます。
大先輩の皆様の前で恐縮ですが、私も40歳を過

ぎて、ようやく花や樹木に少しは目がいくように
なったのかと実感致します。
先週は目まぐるしい一週間でございました。まず、
水曜日に本年度第一回の例会を皆様の温かいお
声を頂きながら開催させて頂きました。金曜日には、
第一グループ会長幹事会がカツタヤ様で開催さ
れました。そのなかで、那須クラブの件が報告され
ました。那須クラブは、6月に第2550地区に解散届
が提出、8月には正式に解散の手続きが終わると
のことです。那須クラブは、当黒磯クラブがスポン
サークラブですので、皆さまにもご報告でございま
した。
また、同じ5日金曜日には歴代会長懇談会が開

催され、歴代会長11名ご参加のもと、次年度第一
グループガバナー補佐として秋間忍会員をクラブ
一同でお支えすることが確認されました。
本日の会長挨拶では、古澤丈作氏についてお

話をさせて頂きます。古澤氏は栃木市出身の実業
家で、東京ロータリークラブ会長として米山記念奨
学会の設立を主導された方です。
米山のホームページを拝見すると、「事業の始ま

りは1952年、東京ロータリークラブの会長古澤丈
作氏によって作られた、海外、特にアジア諸国か
ら優秀な学生を日本に招き、奨学支援する「米山
基金」の構想にさかのぼります。米山とは、1946年
に他界された、日本のロータリーの父と呼ばれた
米山梅吉氏のことです。」とあります。私も存じ上げ
なかったのですが、米山氏他界後に、東京ロータ
リークラブ会長の古澤氏の構想により、作られたの
が起源でございます。
古澤氏は、東京高等商業（現在の一橋大学）を

卒業後、大倉組に入社され、中国大連に派遣され
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ました。大連支店長、大連市議、関連会社の社長
を歴任されました。1927年に昭和金融恐慌が起こ
り、創立以来最大の赤字に転落しました。その際、
三井信託会社からの借入で再出発となりました。
当時の役員会議事録には、万一の時は役員の私
財提供まで申し合わせたそうです。会社を助けて
くれた三井信託会社は、米山梅吉氏が創立社長
で、そこからロータリーとの縁が出来たそうです。
古澤氏は、大連ロータリークラブにチャーターメ

ンバーとして参加されました。当時の記録には古
澤氏は、「サラリーマン重役なので辞令でいつ転
任するか分からないがロータリーの神髄を学びた
い」と話したそうです。昭和恐慌から大赤字、米山
氏とのご縁、ロータリー創設、と当時の古澤氏の熱
い想いが伝わって参ります。
私は、常々今私があるのは、先人、先輩方のお

陰と思っています。米山奨学会に限らずですが、
先人たちから学ぶのは現代の私たちにとっても意
義あるものと考えます。

川永作衛ガバナー補佐ご挨拶

本日は新年度に入り挨拶に伺いさせて頂きまし
た大田原中央ロータリクラブ川永でございます。
本年度、川島ガバナーメッセージ及び地区目標

と致しまして
1. 会員増強への取り組み

各クラブ純増１名を目指しましょう、そのために
は会員を増やすことも大切ですが退会者を出
さない事がさらに重要です。

2. 子供問題への取り組み
地域社会の未来を担う子どもたちの問題への
取り組み

3. RLIロータリー・リーダーシップ研究会の推進
将来のロータリーのリーダーを育成する。重要
な組織で、ロータリーの知識や経験を積んで頂
けるよう推進しています。

4. ロータリー賞の奨励
5. ロータリー財団の支援

一人当たり150ドルとポリオプラス30ドルの支援
のお願い。 (ポリオに関しましては12月中旬ま
でに）

6. ロータリー米山奨学会の奨励
一人当たり19,000円の支援のお願い
米山記念奨学会設立に貢献された栃木県出
身、古澤常作氏の功績を学び、称える活動をし
て参ります。

以上６つの方針を揚げられました。

会員増強は「喫緊の課題」と認識し、会員各位が
一丸となり、取り組む事と考えます。
毎週一度の例会・ロータリーの活動を通して得た

友人は、（かたち）ではなく〈心〉で付きあえる生涯
の友として友情を育み、絆を深めることが出来るも
のと信じます。ゆえに、クラブ活動は国際的に、ま
た地域社会での人材育成、人道支援にと幅広く活

動できます。
会員が増えることにより、クラブの奉仕活動が活

発となり、クラブに好循環をもたらすものと考えます。
昨今社会で、自分さえ良ければいいという方々が

おられますが、ロータリークラブ活動は周りの人々
が良くなりますようにと「念じ・真心をこめて」行動す
ることで地域に喜びの種をまき根が広がると考えま
す。
この１年グループ内会員各位の皆様と親睦を深

め、第1グループ各クラブの発展の為に努めて参り
たいと思います
何卒、ご指導 ご鞭撻を賜り、川島年度の方針が

皆様のクラブ活性化の一助になる事を祈念し、皆
様とともに歩んでまいりたいと思いますので宜しく
お願い申し上げます。

幹事報告 藤﨑善隆幹事

7月3日開催第4回理事役員会報告
1. 2019-20年度黒磯ロータリークラブ8月例会プロ

グラムについて
8月28日外来卓話の予定。その他異議無く承
認されました。

2. 「理事役員指名委員」ならびに「定款細則検討
委員」の選任について

• 理事役員指名委員会
吉光寺政雄 村山茂 大島三千三 荒牧明二 澤
田吉夫 髙木茂 月江寛智

• クラブ定款細則検討委員会
相馬征志 月江寛智 鳥居輝一 佐藤博 田中徹
髙木慶一 秋間忍
上記の通り会長より報告されました。

3. 2020−21年森本ガバナー年度第1グループガ
バナー補佐選出について
会長経験者より検討の結果秋間忍会員を候
補として選出し、本人も承諾された旨報告され
ました。

4. 新入会員（瀧田雅仁さま）の入会について
現在入会手続きを進めており、24日例会に参
加される予定との報告がされました。

5. 旅行愛好会の立ち上げについて
会費（積み立て）等は今後の検討課題としつつ、
愛好会の立ち上げにつき承認されました。

6. 全国学生トライアスロン協賛について 2



村山年度の支出、例年通り10,000円の協賛と
報告されました。

7. 7月5日開催第1グループ会長幹事会登録料に
ついて
会費8,000円×2名＝16,000円 クラブより支出
する旨承認されました。

（第２回幹事報告）
1. 米山記念奨学会本部より「普通寄付」のお願い

がまいりました。田中米山記念奨学会委員長
へ転送致しました。

2. 先週もご案内致しましたが、改めてご案内致し
ます。ロータリーリーダーシップ（RLI）研究会セ
ミナーのご案内が届いております。日程は8月
25日（8月8日締切）・10月6日（9月19日締切）・
12月8日（11月21日締切）の3回です。資料また
は参加ご希望の方は幹事までお申し付け下さ
い。

3. 第77回国民体育大会那須塩原市準備会第2
回総会・いちご一会栃木国体・栃木大会那須
塩原市実行委員会第1回総会の開催案内が届
きました。安藤社会奉仕委員長にお渡ししまし
た。

4. 栃木いのちの電話より事業案内が届きました。
同じく安藤社会奉仕委員長にお渡ししました。

5. 西那須野ロータリークラブより週報が届いてお
ります。回覧しておりますのでご覧ください。

6. 本日18時より、村山茂前会長・植竹一裕前幹
事の御慰労会を水月を会場に行います。ご参
加の方はお忘れのないようお願いいたします。

委員会報告 荒牧明二副会長

皆様こんにちは、委員会報告を受け付けますの
で、報告のある委員会は報告願います。

ニコニコボックス 平山博君

藤 﨑 善 隆 君 川永ガバナー補佐様ご来訪有
難うございます

村 山 茂 君 第1グループガバナー補佐様
ようこそ黒磯クラブヘ

大田原中央RC
川 永 作 衛 様

一年間宜しくお願いします

大島三千三君 村山さん、植竹さん、お疲れさ
までした

 会計 鳥居輝一君

会計の鳥居です。吉光寺年度、前期分会費
90,000円を7月22日を栃木銀行より引き落とししま
すのでご連絡申し上げます。

卓話 クラブ協議会 クラブ奉仕委員会
新年度方針

 職業奉仕委員会 委員長 泉道夫君

職業奉仕委員長を拝命いたしました、泉道夫で
ございます。
メンバーの紹介を致します。副委員長の月江寛

智さん、委員の齋藤幸夫さん、委員の瀬尾紀夫さ
んの四名ですので、よろしくお願いいたします。
吉光寺会長から示された本年度計画の6点を達

成するために貢献ができるよう努力してまいりたい 3



と思います。
具体的な計画としては

1. 新入会員に「四つのテスト」を配布する。
2. 会員手帳の作成・配布をする。
3. 職業奉仕月間の来年1月29日に優良事業所

を訪問・見学する。

 社会奉仕委員会 委員長 安藤譲治君

本年度、社会奉仕委員長を拝命致しました安藤
でございます。副委員長に澤田吉夫さん、委員に
大森貞男さん、同じく委員に相馬征志さんの4名に
て頑張ってまいりますので宜しくお願いします。
社会奉仕の理念に基づき、各種継続支援事業の

内容も含め適切に検討し、地域社会への意義のあ
る奉仕活動を行えるよう取り組んで参ります。
また会長方針の下、60年の節目を迎えるにあたり、

これまでクラブで寄付してきた施設備品の修繕や、
旧黒磯地区にある子ども食堂への協力や支援をし
て参ります。
１．参加事業
・那須野巻狩りまつりへの人的サポート
・那須塩原ハーフマラソンへの参加
・足尾植樹（青少年奉仕委員会と合同）への参加

２．支援活動
・各種ボランティア団体への活動資金援助
（那須山岳救助隊・那須保護区保護司会・ボー
イスカウト・ガールスカウト等）

・子ども食堂への協力支援
３．継続事業（独自事業）
・那珂川水質調査の実施
・那須塩原駅前の清掃活動

４．その他
・過去クラブで寄贈した設備備品の修繕
・必要に応じて検討し、支援を行う

 国際奉仕委員会 委員長 鈴木隆子君

今年度の国際奉仕委員会は高木慶一さん黒澤
洋一さん、時庭稔さんと私、鈴木隆子の4人で運
営してまいります。

2020年6月6日から予定されていますホノルルで
の国際大会には、 出来るだけ多くの皆様に参加
していただけますよう、積極的にご案内してまいり
たいと思っています。また、国際奉仕委員会として

2016年から大島委員長、2017年の平山博委員長、
2018年の時庭稔委員長と継続されています「消防
防自動車」タイ国へ寄贈プロジェクトですが、今年
3月に那須塩原市より小型ポンプ搭載消防自動車
を黒磯ロータリークラブに寄付して頂きました。前
回と同様に宇都宮ロータリークラプと合同でタイ国
へ寄贈することになりました。消防自動車は現在、
昨年度国際奉仕委員長の時庭さんの所にお預か
り頂いています。この後宇都宮へ移送してコンテ
ナに積み込み、タイ国へと送られる予定です。

9月の13日から16日まで宇都宮ロータリークラブ
と一緒にタイのバンコクにあるパントムワンロータ
リークラブを訪ねて寄贈式に行く予定となります。
消防自動車は、火災の消火作業だけでなく、水

害被害の水の除去や、灌漑のための水の移動な
どに使われます。今回の消防自動車 2 台の行き
先は、北部のチェンマイ県チェンダオ郡と南部
ブーケット近くのトラン県の2 ヵ所に行く予定です。
本クラブの大切な予算を使わせていただきます。
今後の情報は随時報告させていただきますので、

今後とも皆様のご協力ご支援をよろしくお願いい
たします。

 青少年奉仕委員会 委員長 秋間忍君

皆さんこんにちは、今年度青少年委員長を務め
させていただきます秋間忍です。副委員長は小野
安正さん、委員に佐藤博さん戸野俊介さんです。
宜しくお願いします。
青少年委員会の計画は

1. 黒磯高校インターアクトクラブの支援
① インターアクト年次大会参加支援 4



次回例会 令和元年7月24日 担当 クラブ奉仕委員会 新年度方針

7月10日欠席(敬称略)
小野安正・戸野俊介・豊田哲司・瀬尾紀夫
荒井昌一・髙木慶一

前回 7月 3日分メークアップ(敬称略)
該当なし

会報委員会：髙木茂・稲垣政一・鳥居輝一・秋葉秀樹

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日

〇火曜日 西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日 大田原/ホテル龍城苑 0287-24-2525

○水曜日 塩原/塩原カントリークラブ 0287-35-2211 ○金曜日 黒羽/ホテル花月 0287-54-1105

○木曜日 大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165

② 足尾植樹祭参加支援
③ 海外研修支援
④ 高校生ライラセミナー参加支援
⑤ インターアクト会員増強支援
2. 子供食堂の支援
3. ライラセミナーの参加者募集、支援
4. 他奉仕委員会活動で青少年が参加できる事

業の紹介、啓蒙、参加支援
5. その他青少年健全育成に繋がる事業の協賛、

協力
以上が青少年委員会の計画でございます。

 米山記念奨学会 委員長 田中徹君

米山記念奨学会に配属となりました田中でござ
います。本年度は、会長に田中徹、副会長に井出
法会員、委員に福田逸男会員の３名にて活動し
てまいります。
本年度の事業計画は下記の通りでございますの

で宜しくお願いします。

1. クラブ寄付を地区目標である会員一人当たり
19,000 をクリアすべく努力する。

2. 昨年度に引き続き奨学生をお預かりする。
3. 奨学生にはクラブの各種事業にも学業に差し

さわりの無い範囲で参加できるように平山博カ
ウンセラーと共に対処していく。

4. その他、地区の研修会等々で得た情報を会
員に伝える。

 SAA 澤田吉夫君

本年度SAAを仰せつかりました澤田でございま
す。宜しくお願いします。メンバーは瀬尾紀夫さん、
前田貴宏さん、小野安正さんの4名で1年間お世
話になります。
皆さんお気づきでしょうか。後ろの3枚の旗を大

森会員にお願いしまして、心を込めて綺麗にして
いただきました。すがすがしい気持ちで本年度を
迎えることができました。有難うございました。
黒磯ロータリークラブの例会に出席することは、

会員各位はもとより、お客様も、楽しく楽しみであ
るような例会を心がけたいと思い、下記の目標を
掲げましたので宜しくお願いします。

1. 会長、幹事は、もとより各担当委員会と連絡を
取り合い、スムーズな例会進行に努める。

2. 外来卓話の時には特に時間の打ち合わせを
綿密に行う。

3. 食事が美味しく取れるような環境に気をつける。
4. 限りある資源無駄にしないようにしたい。
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